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令和８年度尾張旭市地域福祉計画推進会議　会議録 

 

１　開催日時 

　　令和８年８月２７日（木）午後２時から午後３時３５分まで 

２　開催場所 

　　市役所　南庁舎２階　２０１会議室 

３　出席構成員 

　　松宮委員、森委員、加藤委員、齋場委員、梶川委員、長谷川委員、大島委員　　　　

（７人） 

４　欠席構成員 

　　秋田委員、河口委員、田中委員（３人） 

５　傍聴者数 

　　０人 

６　出席した事務局職員 

　　尾張旭市　健康福祉部長　臼井武男、地域福祉課　主幹　豊田定史 

課長補佐　森下亜希子、地域福祉係長　伊藤正貴、主事　田中俊行 

長寿課　課長補佐　秋山さちこ 

　　社会福祉協議会　事務局長　若杉浩二、次長補佐　森島一樹、主査　鈴木暢一 

７　議題 

⑴推進会議について 

⑵進行管理方法について 

⑶進捗状況と内部評価の結果について 

８　会議の要旨 

 １　はじめに

 主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様、こんにちは。 

地域福祉課　主幹の豊田と申します。 

本日は、お忙しい中、御出席いただきまして、誠にありが

とうございます。 

定刻となりましたので、令和８年度尾張旭市地域福祉計画

推進会議を開催いたします。 

議題に入りますまでの間、進行役を務めさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

ここから着座で進めさせていただきます。 

まずはじめに、資料の確認をいたします。 

資料は事前に郵送しましたが、本日御持参いただいていま

すでしょうか。順に確認いたします。 
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事前に送付させていただきました資料は、この会議の次第、

次に赤色のタグが付いている資料が５点、 

資料１、「成果指標一覧」、資料２～５は、「進捗状況把握シ

ート」、資料２は、右下に行政１～１８の番号を付加し、資料

３は、右下に社協１～１７の番号を付加し、資料４は、「成年

後見制度利用促進計画のシート」、資料５は、「校区別アクシ

ョンプランのシート」、続いてこの会議の開催要綱、構成員名

簿。 

そして、本日配布させていただきました資料は席次表です。　　

また、本日の資料とあわせて「第４期地域福祉計画」と「校

区別アクションプラン」の冊子はお持ちでしょうか。 

予備がございますので、資料をお持ちでない場合は、お声

かけください。 

次に、本日の構成員の出席状況につきまして、御報告いた

します。 

本日の会議は構成員１０名のうち、７名の出席をいただい

ております。 

　なお、市民公募の田中様、河口様におかれましては、都合

により欠席の連絡をいただいております。 

また、身体障害者福祉協議会の秋田様におかれましては、

欠席の御連絡はいただいておりませんが、まだお見えになっ

ておりません。 

本日は、東海学園大学から、インターンシップで学生が１

名、会議に同席をさせていただいております。 

次に「会議の公開」についてですが、本市では、会議の公

開に関する基準が定められており、個人のプライバシー等に

関する部分を除き、会議は原則公開することとなっておりま

す。本日の推進会議におきましても、この基準に基づき公開

いたしますので、御承知おきください。 

なお、会議の開催につきまして、事前にホームページ上で

お知らせをしており、会議の傍聴は５人まで可能としており

ます。 

本日は傍聴者はお見えになっておりません。 

最後に、本日の議事録につきましては、発言者の氏名を記

載させていただき、後日、市ホームページで公開いたします

ので、御承知おきください。 
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 それでは、次第２「議題」に移りたいと思います。本推進

会議の開催要綱、第４条第２項の規定により座長が会務を総

理することとなっておりますので、議事進行につきましては、

座長の松宮先生にお願いしたいと思います。 

それでは、松宮先生よろしくお願いします。

 ２　議題

 松宮座長 よろしくお願いいたします。 

では、早速ですけれども、次第２の議題に沿って進めてま

いりたいと思います。 

「⑴推進会議について」及び次の ｢⑵進行管理方法につい

て」ですが、関連するので⑴と⑵を一括して事務局より御説

明をお願いします。

 主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「推進会議及び進捗管理方法について」御説明いたします。 

　「地域福祉計画」は社会福祉法第１０７条の規定に基づき

市町村が策定する計画であり、今般の地域福祉計画は地域福

祉の理念と具体的な取組を整理し、より実践的な活動へつな

げるため、令和３年度から７年度の５年間を計画期間として、

市及び社会福祉協議会が一体的に策定しております。 

地域福祉計画の冊子１３３ページをお願いします。 

　中段の「３計画の進行管理」⑴の進行管理体制に本計画の

推進にあたっては、「尾張旭市地域福祉計画推進会議」を評価

機関に位置づけ、客観的な評価と進行管理を図ることになっ

ています。 

　⑵の進行管理方法では、本市と社会福祉協議会が、施策・

事業の内部評価と、数値目標の達成状況の確認による客観評

価の両面から行います。 

　毎年度の進行管理方法としては、内部評価に加え、チャレ

ンジ事業に設定している数値目標の進捗を確認いたします。 

　これに基づき、令和３年度から令和７年度の５か年を計画

期間とする地域福祉計画の評価及び進行管理を行うため、こ

の推進会議を開催しております。 

　今回の会議では、令和７年度の実績を委員の皆さまに客観

評価していただくとともに、計画策定時からこれまでの振り

返りを行っていただきます。 

事務局からの説明は以上です。 



4/11 

 松宮座長 ありがとうございます。ただ今の内容につきまして、何か

確認事項などございますでしょうか。

 ≪意見なし≫

 松宮座長 

 

 

 

 

 

特に確認事項もないようでございますので、次第「⑶進捗

状況と内部評価の結果について」に移りたいと思います｡ 

資料が多いので、基本目標ごとに区切って、説明をお願い

します。説明の後、それぞれ基本目標ごとに質疑を行います

のでよろしくお願いいたします。 

それでは、「基本目標１　隣近所や地域の力による福祉活動

の展開」について、事務局より御説明をお願いいたします。

 事務局 ≪資料に基づき説明≫

 松宮座長 はい。ありがとうございました。ただ今の内容につきまし

て、何か御意見、御質問などございましたらお願いいたしま

す。

 齋場委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１の行政、自治会等と連携した未加入世帯や転入世帯

への自治会等加入促進の内容ですけれども、防災のことを考

えると自治会に加入しているか、加入していないかは、関係

なく、対応していかないといけないと思います。 

そういう意味で、加入率というのは、極端な言い方をする

と、７割くらいの人が、加入していないと実際には機能して

こないのではないかなと思います。 

方法として、若い人たちに加入してもらうような施策を、

他の地域では、どういうふうになっているのかなと常々思っ

ています。何年か前に転入者に対して市民課の所で、自治会

に加入してくださいというお願いをしてもらったことがあり

ました。 

自治連合協議会の方も、同じように紙面を配って自治会に

入って下さいとお願いしたことがありました。 

成果はなかったように思います。 

そういう意味で、何か極端なことを言うと、強制的にやっ

たらいいんじゃないかという声もありましたが、なかなかそ

れも難しいと思うので、成果をあげている地域の様々なやり

方みたいなものが、もっと知れれば良いが、情報はないでし

ょうか。 
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 事務局（市） 貴重な御意見ありがとうございます。 

尾張旭市では、自治会加入率が５３．１％ということで、

近隣の市でみますと、瀬戸市が６５．６％、日進市が６６．

３％、春日井市が５２．３％です。名古屋市や長久手市はわ

かりません。加入率が高い自治体はどのような取組をしてい

るかというのは、私の方では情報を持ち合わせていませんけ

れども、本日、御意見をいただきましたので、担当部署にも

情報収集等をしてはどうかということで提案していきたいと

思いました。

 松宮座長 ありがとうございました。

 大島委員 自治会加入率の向上につながったかどうかについては、わ

かりませんが、山の手学区で、カラス対策として、ゴミＢＯ

Ｘ作りをしました。 
費用は、１台あたり１万円ほどで、尾張旭市から鳥の防止

ネットを譲り受けて、枠組みしたものに張り付けて、１つの

ＢＯＸを手作りし、３０数個作って、それぞれのゴミ集積所

に配置しました。 
配置できない所には、既存のグリーンの折りたたみの物を

配置して、という形にしました。 
その時に新しくできた１０戸ぐらいの家が建った所があり

ましたが、そこの方は、まだ誰も自治会には加入して見えな

かったので、ゴミＢＯＸ作りの参加をその方たちにも呼びか

けて、その１０世帯ぐらいは、ほとんどの世帯が参加してい

ただきました。その時お願いしたのが自治会加入です。もう

一つは、子どもが居る所は、防犯の事で、関心が高いもので

すから、自治会の費用で、この防犯灯の電気代を払っている

んですよというような事を一生懸命に説明させていただきま

した。それぞれの方たちが、それで役に立っているんだなあ

と実感が持てるような取組というものを、あみ出していくと

いうか、これからも大事になってくるのではないかなと思い

ます。

 松宮座長 　特に新しい世帯の方に説明していただいて、加入してもら

う１つの貴重な実践例かと思います。 

　図書館の特集で、町内会・自治会の啓発などがありました

が、教育の関係の方が、新しい世帯の転入者の人への取組で、

こういうことをやっているんだというか、防災の考えや内容
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 になってくると思います。あとは、周辺の自治体だと、未加

入者もそうですが、退会するというか、閉じてしまうという

ような事も問題となっていますので、未加入者はもちろんの

ことだと思うのですけれども、そういった所への支援をお願

いできたらと思います。 

　次に基本目標２の「地域福祉活動に対する支援施策の充実」

について、事務局より御説明をお願いいたします。よろしく

お願いします。

 事務局 ≪資料に基づき説明≫

 松宮座長 はい。ありがとうございました。ただいまの内容について、

御意見、御質問などございましたらお願いいたします。

 齋場委員 資料３の社会福祉大会の充実、今回これが大変興味深く、

素晴らしい内容の大会でした。 

会場にいた皆さんも引きつけられた内容で、子どもたちが

参加して、赤い羽根の表彰もあり、お父さんやお母さんも来

て、よい企画でした。 

能登の方の講演が素晴らしくて、すぐにでも尾張旭市の参

考になるなと思いました。こういう大会だったら、是非参加

したいなあと感じましたし、他の方もそうじゃなかったのか

なあと思い、感謝しております。

 事務局（社協） 　令和７年度に初めての取組で、子どもたちの表彰を行いま

した。今まで赤い羽根作品コンクールの受賞の子たちに学校

を通じて、個別に表彰状を渡していたが、他の市町でも、ス

テージ上で子どもたちを表彰している所もありましたので、

今回を機に、「社会福祉協議会がこういった活動をやっている

よ」と子どもたちを含めて、お父さん・お母さんにも知って

いただき、若い世代に福祉への関心・理解を持っていただく

機会の創出という目的で実施しました。 

一年生の女の子が、舞台上で堂々と表彰状を受け取る姿を

見て、お母さんも涙が出てきたとおっしゃっている方も見え

ましたし、令和８年度も引き続きこのような形で行う予定で

す。 

また、能登半島の輪島市社協の方を呼び、講演会を行いま

した。能登半島地震の時に、社会福祉協議会が６０日弱、職

員を派遣させていただいたつながりもあり、輪島市社協と協

定を締結することができました。そのつながりから、輪島と
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 連携を図っていこうということで、社会福祉大会の時に、是

非輪島市の方の本音や実情を聞いていただきたいということ

でお呼びしました。 

参考までに、令和８年度に初めて協定を締結している輪島

市社協と、岐阜県大垣市社協と広域訓練を行いました。 

輪島市と大垣市の社協の職員にも駆けつけていただいて、

尾張旭市が被災した時に、災害ボランティアセンターを尾張

旭市社協の職員だけではなく、輪島市と大垣市の社協職員に

も協力していただいて、ボランティアの方々を受け入れると

いう取組をしました。 

その際には、大島委員が会長の災害ボランティアコーディ

ネーター尾張旭の皆さまにも御協力いただきました。 

そのようなつながりで、社会福祉大会をはじめ、地域福祉

活動を充実させたいと思っています。

 松宮座長 子どもから親の世代まで、参加してもらえる活動で、充実

している活動の報告だと思います。 

次に、「基本目標３　福祉サービスの充実と適切な利用の促

進」について、事務局より御説明お願いいたします。

 事務局 ≪資料に基づき説明≫

 松宮座長  ただ今の内容につきまして、何か御質問、御意見などござい

ますか。 
説明していただきました相談の件数というのは、昨年もあ

ったと思いますけれども、数値目標、例えばコロナ禍では生

活困窮の相談件数が多くなり、この相談件数が多ければ良い

という話ではなく、先程御説明があったように、対応できて

いるかどうかという事が重要だと思うので、必ずしも目標値

に対して×だったと評価されていますが、問題があるとは言

えないと思います。 
昨年も出たところで、確認だけお願いします。 
では次に、「基本目標４　安全・安心な地域づくりの推進」

について、事務局より説明をお願いします。

 事務局（市） ≪資料訂正あり≫ 

　行政１３　４－３－２市総合防災訓練の実施の取組内容の

推進状況について訂正報告。 

続いて≪資料に基づき説明≫

 事務局（社協） ≪資料訂正あり≫ 
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 　資料１　４－３－２災害に備えた環境の整備の取組名、数

値目標について訂正報告。 

資料３　社協１５　４－４－１計画期間５か年の評価につ

いて訂正報告。 

続いて≪資料に基づき説明≫

 松宮座長 はい、ありがとうございました。ただ今の説明につきまし

て、何か御意見、御質問などございますか。

 齋場委員 　車いすの貸出というのは、家に閉じこもっていないように

車いすを使って外へ少しでも出るという事をふまえた事業と

思います。 

車いすを利用する人たちが参加できるような事業を考えて

おられますか。

 事務局（社協） 車いすの貸出については、年間２，２１５件と多くの方に

御利用いただいています。中には、車いすがないと外出でき

ない方もいます。子どもたちですと学校の遠足などで、先生

からの相談があり貸し出しをする場合もあります。また、地

域の行事で車いすが必要となった場合に、すぐ使用できるよ

うに貸出をしている場合や、地域のＮＰＯが実施しているご

ちゃまぜ運動会では、車いすを使った競技を行い、車いすの

周知をしています。 

社協でも、社会福祉大会とマインドフェア尾張旭２０２６

の二つの行事でも車いすを利用されている方々に御来場いた

だいています。 

また、１１月に、ふくし探検隊という事業を実施していま

す。市内の小学生を対象に保健福祉センターや尾張旭市役所

の周辺を、車いすを利用されている方と一緒に、車いすに子

どもたちが乗って探検し、市のどこが車いすの利用に一番優

しい場所か、子どもたちに地図にしてもらうという事業です。　　

そういったことも含めて、車いすの貸出事業をもとに多く

の方に、車いすを使ってでも、尾張旭市はこんなに移動しや

すい街だと知っていただくと同時に環境整備に努めていきた

いと思います。

 齋場委員 公民館にも１台置いてあるが、この数に含まれているので

すか。独自に公民館に置いているのですか。

 事務局（社協） 　公民館は実績の件数には含まれていません。 

中には、社協の物もあり、その公民館から、ちょっと車い
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 すの点検に来てくれないかという相談をいただくことがあり

ます。 

　車いすの点検に社協まで来られない利用者もいますので、

そのような方々に対応するため地域のボランティアで、車い

すサポートというボランティア団体を数年前に立ち上げてい

ただきました。 

　その方たちに御協力いただいて、車いす利用者宅に訪問し

て、車いすの簡単な整備・掃除・空気を入れたりしています。 

　車いすの利用者が負担なく利用できるように体制づくりを

すすめています。

 大島委員  移動手段の確保で、特に自転車ヘルメットをかぶって、車道

にというような事になると、尾張旭市は自転車で走りやすい

街なのかどうか。？がつくようなところもあります。 

ちょっと危ないなと思って、歩道が非常に狭くて、結構デ

コボコというか、移動手段の確保ということなら、そのへん

は、どうも市でみていただかないと。 

自転車で転んで骨折というのが、ものすごく多くなってい

ます。 

本人のせいだよっていうだけじゃなく、そういった道路の

整備の問題もあるのではないかと感じました。

 事務局（市）  市では、歩道に限らず、道路など、破損・損傷を発見した場

合、市民が市へ通報していただけるよう「道路の損傷等通報

システム」という仕組みがございます。道路の損傷ですとか、

歩道の損傷を見つけた場合には、御連絡いただけるように広

く周知していきたいと思います。

 大島委員  道路所管課に電話したことがあり、直してもらったことがあ

ります。 
　道路システムというシステムを知っていて通報したのでは

ありませんので、仲間に広く周知したいと思います。

 齋場委員 市のどこへ連絡するのですか。

 事務局（市）  土木管理課です。

 森委員 社協、資料１　高齢者への宅配件数及び昼食会のボランテ

ィアはどこかやってますか。 
宅配・昼食会の支援充実とある訳で、数値目標のところで、

ボランティアが実施する高齢者への宅配件数、このボランテ

ィアとは、誰がやっているのですか。
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 事務局（社協）  くすの木会が約９０件の市内全域のひとり暮らしの高齢者

宅へ、毎月第４月曜日にお弁当を届けています。

 森委員  これの費用は、どこからでていますか。

 事務局（社協）  社協の会費と、共同募金の配分金の２つから出させていただ

いています。

 森委員  お弁当は、くすの木会が作っていますか。どこか別で作った

物を配達していますか。

 事務局（社協）  コロナ禍では、購入してお届けしていましたが、２年前から

くすの木会が手作りし、中央公民館で作業して配っています。

 森委員  一食あたりいくらくらいか、分かりますか。

 事務局（社協）  一食６００円くらいです。 
一食２００円いただいていました。社協とくすの木会で相

談し、利用者にも説明した上で、令和７年度から、３００円

に値上げしました。 
実際にお弁当を作るのは６００円くらいかかっています。

 松宮座長  続いて、「基本目標５　誰も自殺に追い込まれない地域づく

りの推進」について、事務局より御説明をお願いいたします。

 事務局 ≪資料に基づき説明≫

 松宮座長  はい、ありがとうございました。ただ今の内容につきまして、

何か御意見、御質問などございましたらお願いします。

 ≪意見なし≫

 松宮座長  続いて、「第５章　尾張旭市成年後見制度利用促進計画」に

ついて、事務局より説明をお願いいたします。

 事務局 ≪資料に基づき説明≫

 松宮座長  はい、ありがとうございました。ただ今の内容につきまして

も、御意見などございますでしょうか。

 ≪意見なし≫

 松宮座長 「校区別アクションプラン」について、事務局より御説明

をお願いいたします。

 事務局 ≪資料に基づき説明≫

 松宮座長  はい、ありがとうございました。何か御意見、御質問などご

ざいますでしょうか。

 森委員 　私は、校区社協をやっていますけれども、地域の人とのつ

ながり、ふれあいをどうやってやっていこうか、というとき

に、連合自治会との関わり合いが、すごく大事になってくる
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 んですね。 

連合自治会と仲がいい校区社協は、うまくやれたと言って

います。 

そういったことを地域の皆さまにどうやって社協と連合自

治会が一緒になってやっているんだろうということをアピー

ルできるような方法を、各校区で考えていただけると一番い

いかなと感じながら、何年もやってます。要は、地域のふれ

あいということですね。 

安心して、安全にふれあう、そういうことを考えながらや

ってます。

 松宮座長 校区別アクションプランは全体的な進捗状況のＡ・Ｂ・Ｃ

の評価ですが、一見すると、見た目以上にＢが多いように見

えますけれども、少なくともＡに近い内容だとお考え下さい。 
その他、よろしいでしょうか。 

以上で一通り、本日の議題はすべて終了いたしました。 

議題の進行につきまして、皆さま御協力いただき、誠にあ

りがとうございました。 

　以降の進行を事務局にお願いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。

 ３　その他

 主幹 松宮先生、ありがとうございました。 

　次に、次第３の「その他」についてです。 

本日の会議出席に伴う謝礼につきましては、以前、届出い

ただいている口座に来月中旬頃振り込みをさせていただきま

すので、御承知おきください。 

その他は、以上です。 

それでは最後に、健康福祉部長より、御挨拶申し上げます

 健康福祉部長 ≪部長あいさつ≫

 主幹 　以上をもちまして、令和８年度　尾張旭市地域福祉計画推

進会議を閉会します。 

　本日は、お忙しい中、どうもありがとうございました。


